
3 小数のしくみとたし算，ひき算

　ジュースが，大きいびんに0.3 l，
小さいびんに0.2 l入っています。
　あわせて何lありますか。

1

　　　式
しき

計算のしかたを考えよう。

　0.3 l，0.2 lは，それぞれ
0.1 lの何こ分ですか。
1

　0.3 + 0.2は， 0.1をもとにして，3 + 2の計算で考える

ことができる。

まとめ

30 + 20は，10をもとにして，3 + 2の計算で考える
ことができるのと同じだね。

　右の計算のしかたをせつ明しましょう。2

　0.4 + 0.7の計算のしかたを考えましょう。3

　0.2 + 0.4は，0.1をもとにすると，どんな計算で考えることが

できますか。

1

　①   0.3 + 0.4  ②   0.5 +1.4  ③   0.5 + 0.5  ④   0.6 + 0.4 

　⑤   1 + 0.2   ⑥   0.7 + 2   ⑦   0.4 + 4   ⑧   0.5 + 0.8 

2

0.8 + 0.2 = 1

117ページイ

小数のひき算もできるのかな。しほ

0.1 lの こ分

1l

0.1 lの こ分

1l

10
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対話を通して，日常事象や生活経験を話題として学習意欲を高めたり，
既習内容を整理し振り返ったりしながら，単元の課題を創出するページ
としてご活用いただけます。

改訂の核心!
今の教科書にもあるけど，紙面の活用の
仕方が見えにくいページもありますね。

先生の声
▼ 3 年「小数」　3 年下 p.10  

単元タイトル名が単元全体の学習課題
プロローグでの児童の対話を通して，数の
表し方やしくみ（小数）について考察するという
単元課題を創出します。

教 2年〜6年

各時の授業のゴールである授業の
まとめでは，用語の意味や計算方法
など知識や技能だけではなく，
数学的活動の中で働かせた
数学的な見方・考え方を　 を
付して価値づけました。数学的な
見方・考え方を成長させることで，
深い学びやより確実な理解に
つながります。

改訂の核心!

各時の終わりには，「学習の振り返り」として，学習を価値づけたり，
次の学びをつくり出したりする児童の姿を例示しました。
学習を振り返り，学びに向かい続けようとする態度や，その際に
働かせる数学的な見方・考え方を育成するとともに，評価の手がかりと
することもできます。
なお，この「学習の振り返り」は，1 単位時間の学習の区切りのめやす
としてもご活用いただけます。

改訂の核心!

　 で数学的な見方・考え方を
可視化
小数のたし算の計算方法では，単位と
する数の0.1に着目し，整数の計算に
帰着して考えたことを価値づけます。

深い学びを可視化
（統合的，発展的に考える）
既習の何十のたし算の計算においても，
10を単位として同じ数学的な
見方・考え方を働かせてきたことを
振り返って統合し，学びをさらに
深めます。

まとめの　 の伏線
数学的な見方・考え方を特に働かせたい
問題解決の過程（補助発問　 や
吹き出し等）を，　� を付して示唆します。

1

0.1Lの何こ分という見方・考え方が働く場
　水とうにいっぱいに入る水のかさを，1lのますで
調べたら，1lとあと少し入ることがわかりました。
　1lより少ないあと少しの
かさは，何lといえば
よいでしょうか。

前のページの㋐の
水とうに入る

水のかさを

調
しら

べています。

　右のかさをlで表すには，
1lのますにどのようなめもりを
つければよいでしょうか。

1

1l

1l1l

1l

1l1l

1l

1l1l

lしか使
つか

えない。

1lとあと少し
入るね。

1lより少ないかさを，lで表
あらわ

す

方ほうを調べよう。

1

1 1より小さい数の表し方

小数

数の表し方やしくみを調べよう12

はると

かさのたんい

131ページ⑩

3

これまでに学
がく

習
しゅう

した数と，まだ学習していない数の，
にているところやちがうところなどを話し合ってみよう。

数字の間の 「 ．」 は，
どういう意

い

味
み

かな。
使
つか

っている数字は，
どちらも…。

㋐

まだ学習していない数はあるかな?

あみ りく

365日

2

▼単元プロローグ　3 年下 p.2〜3

統合的，発展的に考え続ける姿の例示

▼ 6 年「拡大図と縮図」　6 年 p.94  

　㋐と㋕の図形の関係について，りくさんは下のように調べました。

　㋐と㋓の図形の関係についても，上のりくさんと同じように
調べましょう。

2

　㋒，㋔は，㋐の拡大図といえるでしょうか。3

　同じ形をしている図形どうしは， 対応する角の大きさがそれぞれ

等しく，対応する辺の長さのBがどれも等しくなっているんだね。
あみ

　もとの図を，形を変えないで大きくした図を拡
かく

大
だい

図
ず

といい，
形を変えないで小さくした図を縮

しゅく

図
ず

といいます。
　拡大図や縮図は，対応する角の大きさがそれぞれ等しく，
対応する辺の長さの比がどれも等しくなっている図です。

理由も説明しよう。

1
2 の縮図

2倍の拡大図

㋐
㋓

㋕

りく

対応する

角の大きさは

それぞれ等しい。
角の大きさ

AB：EF = 1：2

BC：FG = 1：2

CD：GH = 1：2

DA：HE = 1：2

対応する辺の長さの比は，どれも1：2で等しい。

辺の長さ

■
●
▲

◆
■

●
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◆
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㋐ ㋕
エー

A

ビー

B
シー

C
エフ

F
ジー

G

イー

E
エイチ

H
ディー

D

もとの図

合同な図形と同じように，角の大きさや辺の長さに
注目したら，同じ形に見える理由がよくわかったね。こうた94

▼ 4 年 小数の倍　4 年下 p.99  

　高学年リレーの長さは，3，4年の
長さの何倍といえばよいでしょうか。
3

あみ

1とみているのは…。

120 / 80 =  （倍）

0

10 2 倍

80（m）

120（m）高学年
リレー

3，4 年

1とみる量
りょう

のほうがいつでも小さいのかな。はると

　高学年リレーの長さは，2年の
長さの何倍ですか。
4

何を1とみるのかな。
みさき

　2倍というのは，40 mを1とみたとき，
80 mが2にあたることを表していたね。
小数の倍も， 整数の倍と同じ意味だね。

りく

　2.5倍や1.5倍のように，何倍かを表すときにも小数を
使うことがあります。
　1.5倍というのは，80 mを1とみたとき，120 mが
1.5にあたることを表しています。

120 / 50 =  （倍）

0

10 2 3 倍

120（m）高学年
リレー

2 年 50（m）

　辞
じ

典
てん

のねだんは2800円で，
物語の本のねだんは800円です。
　辞典のねだんは，物語の本の
ねだんの何倍ですか。

1

80 mの1.5倍が120 m。
式で書くと，
80 * 1.5 = 120
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▼ 5 年「分数のたし算とひき算」　5 年下 p.4  

新たな問いを創出する姿の例示

　計算のしかたを説明しましょう。2

　上の数直線を使って，2
3 - 12 の計算のしかたを説明しましょう。3

= 6

1
3

1
2 + += 6 6

1
6
をもとにして考えると…。

　分母のちがう分数のたし算やひき算は，大きさの等しい
分数を見つけて， 分母をそろえると計算できる。

まとめ

分母をそろえれば， 1
● をもとにして計算できるね。

もっとかんたんに，大きさの等しい分数を見つけられないかな。りく

1
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答え　  l

1
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3

4

対話の視点を明示
ここでは，「既習と未習の数の共通点と
相違点」という視点を明示しています。
対話により学習がスタートします。

授業づくりへの活用のイメージ →p. 15

「ほじゅうの
もんだい」 →p. 12

練習問題
〜深い学びの追体験と習熟

まとめで数学的な
見方・考え方を
価値づけるために…。

まとめ〜数学的な見方・考え方も価値づける 単元プロローグ〜児童の対話で単元全体の課題を創出

学習の振り返り 〜深い学びを経て，学びに向かい続ける児童の姿の一例　

数学的な見方・考え方の可視化
〜ゴールから深い学びを描く

学びの
とびら

新しい算数
プラス単元 特設

ページ ・・・



つないでいこう算数の目〜単元で働き，成長した数学的な見方・考え方を振り返り，価値づけ，磨く
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学習のしあげ-小数

1 数のしくみに注
ちゅう

目
もく

し，数の表し方を考える

つないでいこう算数の目～大切な見方・考え方

　右の図が表
あらわ

す数はいくつですか。

こうたさんの考えをもとにして

せつ明しましょう。

　次
つぎ

の計算は，どんな数をもとにすると3 + 4の計算で考える

ことができますか。また，計算のしかたをせつ明しましょう。

①　0.3 + 0.4  ②　30 + 40  ③　300 + 400 

2 もとにする数に注目し，計算のしかたを考える

　「数の表し方やしくみを調
しら

べよう」の学
がく

習
しゅう

をふり返
かえ

って

話し合ってみよう。

整
せい

数
すう

でも， 同じ位の数が10こ集まると同じように…。

4年でくわしく学習するよ。

0.1より小さい数もあるのか
調
しら

べてみたい。
みさき

1

0.1 0.1 0.1  
0.1 0.1 0.1  
0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

         　   　
         　   　
            

一の位
くらい

小数第
だい

一
いち

位
い

0.1が11こある。0.1が こ

集
あつ

まると1になって，1つ上の
の位にうつるから…。

こうた

         　   　
         　   　
            

一の位 小数第一位

はると

小数を使
つか

って，1より
小さい数を表すことが
できるようになった。

20

▼3 年下 p.20

単元末は，「いかしてみよう」「たしかめよう」「つないでいこう算数の目」の３つで構成しています。

いかしてみよう
学習のしあげ-小数

①　まりさんの家から，文ぼう具店までのきょりは何 kmですか。

②　文ぼう具店から，たいちさんの家までのきょりは何 kmですか。

身
み

のまわりでは，道のりやきょりを表
あらわ

すために小数が

使
つか

われていることがあります。

　下の地図は，まりさんの家の近
きん

所
じょ

のものです。

　この地図を見て，まりさんの家の近所の様
よう

子
す

を調
しら

べましょう。

文ぼう具店
ぐ

まりの家

たいちの家
スーパー

マーケット

公
園

入口

0.3km 0.4km 0.2km

0.5km

0.2km

0.5km

◌㋐

㋕  バス ㋖  乗
じょう

用
よう

車
しゃ

③　まりさんの家から，スーパーマーケットまで行くのに，
　いちばん短

みじか

い道のりは何 kmですか。

④　㋐の道の入口には，下のようなひょうしきがあります。
　下の㋕，㋖の車は，それぞれ㋐の道を通ることができますか。

公園は，どんな形をしているかな。

はばが2.4 mより長い
車は，通れないことを
表しているよ。

はば2.5m
はば1.7m
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◀ 小数のたし算や
ひき算ができる
かな？

①～③ 10ページ  1  

④～⑥ 11ページ  2  

⑦～⑩ 12ページ  3  

　下のテープの長さや，水のかさはどれだけですか。

①　　　　　　　　　　　　②

1

cm

l

　下の数直線を見て答えましょう。

①　いちばん小さい1めもりは，いくつを表して

　いますか。

②　ア～エのめもりが表す数をいいましょう。

③　ア～エは，それぞれ0.1を何こ集
あつ

めた数ですか。

2

　次
つぎ

の①～④の数は，いくつですか。

①  3と0.2をあわせた数 ②  4より0.2小さい数

③  1を6こと，0.1を4こあわせた数

④  0.1を27こ集めた数

3

　 にあてはまる不
ふ

等
とう

号
ごう

を書きましょう。

①  0.7  0.4  ②  1.3  0.8  ③  1.8  2 

4

　①　0.8 + 0.7 ②　1.4 + 0.6 ③　2 + 0.9 

　④　1.8 - 0.4 ⑤　1.7 - 0.8 ⑥　1 - 0.5 

　⑦　 5.6 
+ 2.8

 ⑧　 2  
+ 6.3

 ⑨　 8.2 
- 3.7

 ⑩　 8  
- 2.4

 

5

0 1 2 3 4

ア ウ エイ

たしかめよう
学習のしあげ-小数

◀ 数の大小が　　
わかるかな？

 9ページ  2  

◀ 長さやかさを　
1つのたんいで

　表
あらわ

せるかな？

① 6ページ  2  

② 3ページ  1  

◀ 数直線を　　　
読み取

と

ることが

できるかな？

 7ページ  3  

◀ 数のしくみが　
わかるかな？

 7ページ  3  

 8ページ  1  
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当該単元の小数の学習だけでなく，
測定や図形などの既習事項も活用
して，日常の問題を解決します。

対話による「単元全体
の学習の振り返り」
毎時の「学習の振り返り」を
受けて，対話により
単元全体を振り返り，
価値づけたり次の学習を
創出したりする姿を例示し，
対話により学習を
締めくくります。

弾力的な時間割編成を可能とするための
区切りマークです。

▼3 年下 p.18

▼3 年下 p.19

数学的な
見方・考え方を明示
問題のタイトルでは，何に
着目し，何を考えて
きたのかを明示します。

理解の確認が確実にできるしくみ①
問題のめあて，問題に対応したページ・問題
番号を活用して，自己評価や本文へ戻って
確認することが可能です。

理解の確認が確実にできるしくみ②
問題ごとに，チェック欄を活用して，
効果的に繰り返し取り組むことが可能です。

問題の設定に際しては，各種学力調査の結果を分析し，児童のよくある
つまずきに十分に対応しました。
別冊パンフレット「つまずきへの取り組み」もご覧ください。

カリキュラム・マネジメント →p. 27

単元の学習で特に成長させたい数学的な見方・考え方に焦点を当てて振り返るページを，単元末に新設しました。
学習のゴールを，答えを求められるかの確認にとどめることなく，数学的な見方・考え方の成長を支えます。
ご指導経験の浅い先生も，本ページを参照することで，本単元で成長させたい数学的な見方・考え方を
つかみやすく，教材研究の効果・効率の向上を支援します。

改訂の核心!

授業づくりへの活用のイメージ →p. 14

新教育課程では，数学的活動を規定する中で，日常（現実）の
世界，算数・数学の世界という2つの場における学習過程が
強調されています。そこで，原則として全単元の学習後に

　�単元末「いかしてみよう」：
　学びを日常（現実）の世界で生かす場

　�巻末「おもしろ問題にチャレンジ」：
　学びを算数・数学の世界で生かす場

のいずれかを設定しました。

学びを生かす経験の積み重ねが，生きて働く知識・技能の
定着や学びを生かす力の育成につながります。

改訂の核心!

いかしてみよう
単元

おもしろ問題に
チャレンジ

単元末

巻末

→p. 12

単元末

数学的な
見方・考え方に
焦点化した問題
0.3＋0.4，30＋40などの
答えを求めるのではなく，
ここでは，どんな数を単位と
すると3＋4の計算に
帰着させられるかを，
既習を含めて問います。

数学的な見方・
考え方で学びを統合
既習の整数の場でも，
同じ数学的な見方・
考え方を働かせてきた
ことを示し，学びの
統合を促します。

いかしてみよう〜学びを日常の世界で活用

たしかめよう〜理解の確認，技能の定着

数学的な見方・考え方の可視化

基礎的・基本的な学習内容の理解を確認し，
技能を定着させるページです。


